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シ月モ Y--rィは，主著『経済学新原理』において，継続的な経済成長を可能

にする生産と消費のパラ Yスをマグロ的に分析しようと試みた。彼は， ~新原

理』の第2編第6章「消費による生産の，また所得による支出の相互決定」の

中で次のよ号に述べる。

「国富は，その増進にさいして，一つの円環運動をおこなう。それぞれの

結果はつぎには原因となり，それぞれの歩みはそれに先行する歩みによっ

て規制され，それにつづく歩みを決定する。そして最後の一歩は最初の一

歩を同じところに連れ戻す。国民i所得は国民支出を規制しなければならず，

国民支出は生産の総体を消費ファンドに吸収しなければならない。完全な

消費は等しい，あるいはより大きい再生産を決定L この再生産から所得

が生まれる。急速で完全な消費がつねにより大きい再生産を決定するなら

ば，そしてまた相互に関係する富の他の部分が同じ歩調でこの運動にした

がい徐々に増加しつづけるならば，国富は増大L 国家は繁栄しつづける。

だが，これらの聞の比例が破れるやいなや，国家は衰滅する。J"

シスモンディは，抽象的な富の運動を理論的に取り扱いながら，資本制経済

の現実，すなわち生産過剰および経済恐慌を説明することに関心を寄せた。生

産過剰および忍慌に関するジスモンディの記述を紹介し評価した研究は多いも

のの，富の運動に関するジスモンディの議論を，理論的，や一系的に分析する研

1) Sismondi [9)，初版， p.112 



62 (144) 第 141巻第2・3号

究は少ない幻。本稿の第一の目的は， シλ モγディが論理的に取り扱った富の

円環運動を，マクロ・ぞテソレを用いて体系的に再構成することにある。そして

第二の目的は，そのモデルを発展させることによって，資本制経済に対するシ

λ そ γディの議論が整合的に説明されることを示すことである。

シスモ γディは，生産一所得 消費のタイム・ラグを含んだ異時的関係を明

確に認識し，セー法則における同時的関係とは分析的に異なる方法をとった。

けれども， この異時的関係は i所得Jという用語をvλ そ γ ディが駿味に用

いたため，これまでは正確に把握することが困難であると考えられてきたヘ

次節では，マグロ経済における生産所得消費の具時的関係をシ月モ Y ディ

の記述に従って整合的に検討する。そこでは，経済に対する三ノス毛 Y ディのマ

クロ的，構造的接近方法が明らかとなるであろう。

第3節では，第2節で得られたマグロ的枠組を用いて，主主常成長経済におけ

る生産過剰の可能性が示される。シスモンディは，生産過剰を資本市J経済の避

けがたい現象として捉えた。しかしながら，彼は，そのマクロ的枠組から生産

過剰の必然性を論理的に展開するのに成功したとは言えない。第3節では，生

産過凋を均衡価格が期待価格を下回る現象として捉えることにより， γスモン

ディの結論を理論的に裏付ける試みがなされる。

第 3節における分析が定常成長経路の比較であるのに対L，第4節では，雇

用調整関数の導入によって，より動学的な分析がなされる。そこでは，生産過

剰によって引き起こされる恐慌が，経済変動の一局面として示される。そして

最後に，シスモンディが資本制経済において，継続可能と考えた定常成長率が

示される。

II 所得，支出，生産の相互関係

2) Parguez [7J[8Jは， シスモンディの体系をj ラグを含んだマクロ 毛デノレによって扱うこ
とを式λた。 Lii'し 波のそデルば， γ えよぞンデ fの生産一所得消費の相互関係を藍E15-的に示
しているとは言えない。

3) Sowell (13Jは， 会スモンデ4 の庁汁号。概志を把握することが困難であると考える。
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ン月モンデ fの経済学を理解する上で，所得の概念は非常に重要である。し

かしながらシスモンディは， w新原理』の中で所得という用語を様々な意味で

用いている。例えば3 所得が国民所得を意味することもあれば，利潤所得を意

味することもあり，さらに利潤のうち消費にあてられる部分を意味することも

あるω。シ月モンディは， 国民所得を次のように二分する。

「国民所得が，ーつは過去に属L，他は現在に属する，あるいはそう言い

たければ，一つは現在に属L他は未来に属する二つの量から構成されてい

ることにも注意しなければならない。一つは宮の利潤であって，それは現

に消費しようとする者の手中にあるo そしてそれは前年におこなわれた労

働の結果として生ずる。他は労働する意志と力であって，それは労働する

機会があり，労働力が同時に消費対象物と交換されるのに応じてはじめて

現実の富となるにすぎない。」ω

いま t期の名目国民所得を Y"消費にあてられる利潤所得を y/，労働者の

貨幣所得を YJとするならば， シスモンディの国民所得は次のように示され

る。

y~=y/十 Y，L ー(1)

シスモ yディはJ 労働者は彼の所得 Yezを超えて支出することはできず，さ

らに， r社会的支出全体は，社会的所得によって規制される」と考えるヘ tWJ 

の国民支出を E，とするならば，E，は Y，を超えることはできない。そして，

生産者および労働者の所得が全て支出され昌な bば72，

E/=Yt …・ (2)

が成り立つ。 E，は z却の国民支出であるとともに，販売者〈または生産者〕に

とっては今期に供給する生産物と交換に得られる報酬の総額である。

4) Sismondi [9]，初版， pp. 84-127 
5) Ibid.， p. 106 
日 Iあid.，p. 114 

7) シ久モンディは，所得と Lて得bれた貨幣が退蔵される可能性をもつことを，明示的には述べ
てし、なし、。
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いま，'./スモンディの仮定にしたがって，外国貿易および地代所得の存在を

拾象し8にさらに， 消費財のみが労働のみによって生産される経済を考えよう。

消費にあてられる利潤所得 Yapは，前期の販売の成果によって与えられなけ

ればならない。故に， Y/は次式によって定義される。

Y/'=E1-1- yl~l_l …...( 3) 

すなわち，今期に生産者が消費己きる所得は，前期の販売による報酬 E，-l

から前期に支払われた労働者への前払い〈流動資本)yLr_l を差し引いた残余

である。

労働者の所得 Y，Lは， 今期に支払われる賃金前払いの総額を意味するもの

であるから. t期の貨幣賃金率を即"雇用量を N，1-するならば，

Y/=叫~ ......(4) 

によって示される"。労働者は，今期首に与えられた賃金によって消費財を購

入しながら，来期の市場に供給され昌生産物 ZI+1 を生産するのである。 した

がって，一次同次の生産関数を仮定し，労働生産性を aとするならば，今期の

市場に供給される生産物は，次式のように表わされるであろう回。

Zt=aNt-1 (5) 

(5)式は，今期の市場に供給される生産物が前期の労働の成果であることを示

す山。

生産物 Z，を供給する生産者が市場において直面する需要総額は，E，である。

重要なのは，需要額 E，が生虚量 Z，によって決定されたのではなく，それと

は独立に導びかれている事である。シスモンディがセイやリカードの販路説に

行った批判は，まさにこの点にある。シエえモ Y ディは次のように述べる。

「彼ら〈セイおよびリカーのが陥っている誤謬ば，まったしつぎの誤

8) lbid.， p. 80， pp. 103-104 

9) 生医者は賃金前払いを信用創造によって支払うものとする。労働者が貨幣を退蔵しない限D，
賃金前払いは必ず回収される。

10) 本稿では、シスモンディが考える分業による~牛曲技術進歩，および外生的技術進歩を考慮に

入れず，雇用増加による富の増天のみに論点を絞る。
11) lbid_， p. 106 
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った原理，すなわち彼らの目から見れば年生産は所得と同じものである，

という原理にもとずいている。J12>

「生産それ自体が所得なのではない。生産が所得と呼ばれ，所得として働

〈のは，生産が実現した後のことであり，各生産者がそれを必要とし求め

ている，そしてそれを流通から引き上げて消費ファ γ ドに入れ，交換にそ

の価値を与える消費者を見出した後のことである。乙のときになって始め

て，生産者は計算をおこない，彼古川、まおこなヮた交換からまず自分の資

本全体を引き出す。ついで彼に残きれている利潤を見出し今度は自分の愉

楽に備える。そして活動を再開する。J13)

生産者ほ生産物と交換に実現した報酬 E，からf庄の総利潤 ll，および利潤率

r，を計算するo それらは，各々，次のように求められる。

IIt=Et 叫ーlNt-1

r，=ll，/(叫 11¥'1-1)

..( 6) 

(7 ) 

日 t-1Nt-1 は，生産物 Z，を生産するのに生産者が労働者に支払った賃金費用で

ある。

一方』需要者は支出 E，と交換に，生産物を獲得する。シスそ γ ディによれ

ば，獲得された生産物，すなわち，

「各人が欲求を満たすために充てるあらゆる諸物，彼にとってもはや再生

産されることのない，そして自分の所得と引換えに購入したあらゆる諸物

の全体は，消費ファンドの名で呼ばれる。JW

ここ T. われわれは，消費ソアンドが年生産物を全て吸収するかどうか，と

いう問題に遭遇する。シ月モンディは吸収きれない可能性を次のように認める。

「もし年所得が年一生産物の総体を購買しい、ならば， ζの生産物の一部は

売れ残り，生産者の倉庫を塞ぎ，彼らの資本を麻痔させ，そして生産は停

12) Ibid.. p. 341 

13) Ibid.， p. 121. 

11) Ibid.， p. 94 
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止するであろう。」凶

.y;えモンディは，潤滑な再生産のためには「国民支出は生産の総体を消費ファ

y ドに吸収Lなければならない。」叩と考える。しかLながら，国民支出 E，が

国民生産物 Z，を全て購入するかどうかという問題は，成立する平均物価水準

と切り放して考えることはできない。平均物価水準 P，が次のような水準に定

まる時，すなわち，

P，二 E./Z， ......(8) 

が成立するならば，年生産物は全て購入される。 V スモ Yディは，売れ残りの

可能性を認めつつも，他方で，アダム・スミスの伝統に従って，市場における

価格の調整機能を信頼する。彼は，市場価格(彼が購買者の価格と呼ぶもの〕

が競争によって，需要と供給が均衡するように定まると考える1円。そして生産

過剰がある場合，生産者は，

「生産物価格の下落を通じて，より大きな消費をひきおこす。だが，その

結果はとくに有利というわけではなし、0 ・ 富者は，あまり欲しくないも

のを安〈手に入れて，消費者としては儲けたと思うであろうが，富者のな

かには生産者もまたいるのであって，生産者としては，彼らは，儲けた以

上に損をすることになるであろう。J8)

シスモンディは，年生産物 Z，が， 平均物価水準の調整を通して， 年支出 E，

によって全て購入される可能性をも認めていると言ってよい。そこで本稿では，

平均物価水準 r，はほ〕式によって均衡水準に決定されると仮定し，さらに，

生産過剰の定義を次式の関係に還元して考えることにする。

Pt<P/ -・・・ (9) 

r，'は生産者が今期首に期待した今期の平均物価水準を表わす。 (9)式によっ

て，生産過剰は， r今期に成立する物価水準が，生産者が期待した水準よりも

15) Ib噌d.，p. 106 
16) Ibid.. p. 112. 

17) Ibiιpp. 312-313 

18) Ibid.， pp. 117-118 
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低くなる状態」として定義される山。

(1)~(5)式を(8 )式に代入することによって，物価水準 P，は次のように

示される。

E:'-1 -YLt_l +wtN 
Pt= α34-1E 町，ー(10)

いま， t期における雇用の増加率を叫として与えるならば，

N，=O+叫)N，_，

とL、う関係が示される。 E，-l=Pt-1Zt-1である ζ とを考慮し，

に(11)式の関係を導入するならば，次式が求められる2ω。

p，=!!.-Pt-lー叫-l(!十Dt-l)+日，(1+n，) (! +n，-l) 
a(1+n，_l) 

(11) 

さらに， (10)式

(1び)

(1ぴ〉式より，今期の均衡物価水準えは，前期および今期の貨幣賃金率と雇用

増加率，そして前期の物価水準に影響を受けると言える。 (10う式は，シスモン

ディの生産一所得一消費の具時的関係を整合的に構成することによって示され

るマグロ的3 構造的な枠組であると言ってよいロ

III 定常成長経済におけ吾過剰生産の必然性

本節では，制度的要因および生産者の行動を特定化することによって，前節

で得られた構造的枠組を発展させ，定常成長下における生産過剰の可能性を検

討する。

まず貨幣賃金率の決定について考えよう o シλ モンディは，過剰な労働人口

が存在する経済において，労働者の立場は常に不利であると考える。

19) 吉田 [15Jは， 生産過剰による生産音の損失が「所得の増大が期待を下回る」状況と bて捉え
られることを示す。シスモンディが，生産者自行動に何等かの期待形成を含ませていたことは，
次の叙述から明らか主ある。

「彼〈生産者〉が正当な1闘機もなし佐命じた労働の品」主物は 売れないか，あるいは売れ行き
が惑いであろう こう L寸場合には，彼がそれに期待した平日書は，翌年には減少している
か』あるいは損失にさえなっているだろう。J(Sismondi [9]，初版， pp. 108-109) 

20) Etーェ ~p叶2/- 1=P，-laN，_2. YLt_l =叫 lNt -1 =Wt-l(l十nt-DNt-z• wtN，=w正1+nD(l +nt_DNf-2・
aN'_l=a(l 十nt_l)Nt_~ ， をく10)式に代入することによって，。σ〕式が求申られる。
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「自分の腕以外の所得をもたず，そして仕事を求める者の数が，たえず増

大するため，彼らは，ますます，提供される仕事なら何でも引受け，課せ

られした条件には服L，賃金をまったくの必要最低額に切下げざるをえなく

されたのであった。J20

「その結果，資本家と労働者の多かれ少なかれ不平等な分配，資本家が労

働者にたいして生活を維持するのにぎりぎり必要な分しか残さないように

務め，しかも労働者が生命の価値を超えて生産したもののいっさいを自分

自身のために留保するような分配が生ずる。J'"

したがっじ労働人口が過剰である経済を考え，貨幣賃金率叫が生産者に

よって次のように定められると仮定しよう。

即 't=αP: αくa) (12) 

αは，生産者が労働者に与えても上いと考える必要最低限の消費財の量を表

わい それは労働者が一期間に生産する消費財の量 a よりも小さいものとす

るnα に今期の期待物価水準 P(を乗じた額が今期首に前払いされる貨幣賃金

率となる。

生産者が今期首に予想する物価水準 P(は，実際に成立する均衡物価水準 P，

に必ずしも一致するものではない。 なぜなら， 生産者は今期の消費支出の E，

の大きさを知ることはできなし、からである。シスモンディは，このような販路

に対する不確実な認識こそが，交換の発達した資本市J経済の特徴であると考え

る。彼は次のように述べる。

「各人が全員のために労働するようになって以来，全員の生産は全員によ

って消費されなければな bなかった。そして，各人は，生産にあたって，

自分の労働の成果が充たすはずの社会の最終需要を考慮しなければならな

< 1"-った。 ζの需要は彼には不完全にしか知られず，しかも限られてい

主こ。Jn】

21) SiSlIlOmli [9]，初版， p. 92 

22) Ibid.， p. 103 

23) Ibid.， p. 84 
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しかしながら，シスモンディは，市場で既に成立した購買者の価格が一つの手

掛りを与えると考える O

「市場の変動を正確に認識し，計算することは難しい。各生産者には，彼

と競争している他の商人，つまりf庄の競争者自数や資)Jが十分わかってい

ないために，彼にとっ ζ白I!li:昧さはますます大き〈なるo しかし唯一つの

ζ との観測が，他のいっさいの代りとなる。それは，彼の価格と購買者の

価格との比較である。」凶

「彼の価格」すなわち販売者の価格とはケスそゾティにとって自然、価格を意味

し，それは生産費から導かれる。本稿のモデノレでは』版亮者の価格 P，Sは，次

式によって求められる。

P/=(1+r")w，_，/α (13) 

r" は生産者に同 規模の生産を繰り返させる利潤率であり，外生的に与えら

れるものとする。したがって，P，S は生産者にとって既知の価格である。一方，

今期首，生産者に知られている購買者の価格は，Pt-lo P'-2. Pt-3， という過去

に市場で成立した価格である。シスモンディの観点をさらに発展させるならば，

今期の需要に対する予測， したがって期待物価水準 P:はこれらの価格に影響

を受けると考えられる。故に次の関係が与えられる。

P/= f(Pr-l' P'-2' P，-3， • ..) (14) 

われわれは，ここで(14)式の最も単純なケ一丸，

P/=P，-l ・・ー (14') 

を仮定し，定常成長経済〔ーすなわち n，一心における期待物価水準 P，' と均衡

物価水準 r，との関係を考えることにしよう。

(12)式及び(14う式の関係を(10う式に代入し， さらに nコ町=n，-l とするな

らば，次式が得られるZ九

~ a土a(l士&~_~_. p.与
Pt" - a(1十n) a P，-l 

24) lbid.， p. 306 

(15) 

25) ωι ， ~αP/ 1 初ι =fiP，' =aP'_I. n'_l=n，=nを(10う主に代入すると(5)式が得られる。
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P，/P/=Xt と置くならば，(15)式は次のように示される O

X_a+αCl+n)' α1  
a(l干瓦)--，，'支二一 日 (15')

X，は期の均衡物価 水準 p，と期待物価水準 p:の比率であり， (9)式で示

される定義から， 生産過剰の程度を表わす変数であると考えてよい。特に X，

く1である場合期の市場に供給された年生産物は過剰であると言える o

(15')式は， (図1)においてxx曲線として示される。 XX曲線と450
線との

突点 X/および X，Pは， (15')式における二つの特殊解に対応する開。図から

明らかなように，二つの交点のうち，より上方の突点X/が安定的である。安

定的な特殊解を XP とするならば，XP は次のように定められる。

n豆、/互/a-1のとき XP=~ 
1十n

(16) 

n>、/可証 1のとき XF=号(l十n)

〈図1)を n-X平面に変換すると〈図 2)のようになる。(図 2)におい

て3 曲線 ACは X=l/(l十n)を，直線 DEは X=α(l+n)/aを表わす。

(16)の関係から，安定的な特殊解 XP と雇用成長率 nの組み合わせは，屈折曲

X， 

x v， 
"" 

「
1

4

 4
 

f5〉グx:
X 

。 X
t
_
1 

〈図。

26) (1"う式に Xt_1=Xtの関係を代入して求められ芯解のことである。



シスモンディの桂揖学 (153) 71 

X 

E 

~ 

D~ 

線 AREによって示される。また，これらの曲線以外の点は，時間の経過とと

もに図中の矢印の方向に従って移動する。

屈折曲線ABE上で X，三1すなわち Pt;;;;'P/に対応する成長率は n;;玉0，

または η~a/α-1 であり，年生産物が過不足なく年支出に吸収され続けるの

は，成長のない経済 (F点)，あるいは成長率が α/αー1である経済 (G点〉

に限られる。そして，成長率がこれら二点の間にある定常成長経済は，究極的

には生産過剰を避けられないと言える。

シプ、モ Y ディは，資本制経済が究極的には生産過剰の弊害を必ず伴う制度で

あると確信L，急速な経済成長に否定的な立場をとる。

「もし生産が徐々に増大するならば，それが将来の生活状態を良くするの

と同時に，毎年の交換が僅かな損失をわき起こすにちがいない。もしこの

損失が軽微でうまく配分されているならば，各人は自分の所得について不

平を鳴らすこともなくこの損失に耐えるであろう。国民経済はまさに乙 ζ

にこそ成り立つのであって， この僅かな犠牲が資本と公共の富とを増大さ

せるのである。しかし， もし新しい生産と先行する生産との聞に大きな不

均衡が存在するならば，資本は破損され，苦境が生じ，国民は進歩すると
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ころか退歩する。J27l

シスモンディは，損失があまりに大きな経済成長は維持されることができず，

雇用労働者の解雇および生産の縮小(または停止〕等の社会的災厄を引き起こ

すと考えた。(図 2)を用いるならば，彼はXの値があまりにも小さくなるよ

うな成長経済は，いずれ nく0の領域に陥る可能性をもっと考えたのである。

しか Lながら〈凶 2)において，履用増加率nが、/a(α 1を上回る場合，

経済成長率が高ければ高い程， Xの究極的な値も大きくなり，さらに nが α/α

-1 を上回るならば，経済は，過剰生産ではなく，過少生産の状況に落ち着く

ことが示される。従って，われわれのモデルにおいて，シ月モ yディの過剰生

産に関する議論が厳密に正当化されるためには，雇用増加率について，。くn<
、/α/α 1 とし、う条件が満たされな〈てはならなし、'"。

{R節では，'，，/スモンディが資本制経済において継続可能と考え行定常成長率

をより具体的に求め，それ以外の成長がどのように変化するかを検討する。

IV 経，斉変動と恐慌

前節において，シスモンディが認識した資本制経済の根本的問題は，定常成

長 (n，ニ?のを仮定L，成長率の違いによる究極的な状態を比較することによ

って検討された。しかしながら，生産者は雇用増加率を一定に保つのではなし

販売の結果によってそれを変化させると考えるほうが，より厳密であろう。シ

スモンディ自身，生産者の行動について次のように述べる。

「もし利得が平均率を上回って上昇するならば，生産者はその企莱を拡張

し，新たな働き手と新たな資本とを投下するであろう。， ・もし逆に，生

産者が必要とした全回収額を償うにはあまりにも低い価格を，購買者が支

27) lbid.， pp. 120-121. 

28) 労働生産性aが，生産者が封働者に与えてもよいと考える一人当り消費財量αと比べて非常に
大きいならば，雇用増加率れが a/a-lを上回ると巨定することは現実的ではないであろう。

支?ヘ I直組DEより下仰lの領域においては生産者の消摂が負左なり，経済的意味がないことが
わかる。なぜならば， Y九日=P，Zt-w，N，=P/{Xta α(l+n，)}NH より，Y九十1己Oであるため
には， X，這a{l+n，)/aが満たされなくてはならないからである。
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払うことになれば，生産者はその生産を縮小しようとするであろう。Jm

本節では?九三nという仮定に代わって次のような雇用調整関数を考え，シス

モンディの議論を経済変動の側面から，より勤学的に検討しよう。

叫=g(γ/).ピ>0，g(九)=0 ・(17)

(17)式は，今期の雇用増加率叫が今期の期待利潤率 r."に正の影響を受ける

ことを示す。 r.I:J: (13)式で販売者価格を定義するのに用いた自然利潤率 tあ

る。(17)式より，生産者は，今期の利潤率が自然利潤率を上回ると予想する場

合に今期の雇用を増加させ，下回ると予想する場合には， それを減少させる。

ところで，今期の期待利潤率 r，"は，前期の生産過剰の度合 X'-l に上って，

次のように表わされる'"υ

r，e=aX'_11αー l (18) 

したがって，雇用調整関数(17)式は，次のように書き換えられる。

n，=h(X，_，)， h'>O， h(X，，) =0 (17') 

ただし X，は， α(1+九)/α に等しい。

ところで， (15)式を叫ニnt-l=η の仮定を外して示すと次式のようになる o

-・ (15")

(15'つ式より，今期の雇用増加率叫の上昇は， X，を上男させることがわか

る。(15")式および(17')式から定常的な nとXが求められる。(17勺式の雇用調

整関数を〈図 3)のNN曲線のよ弓に表わすならば，定常的な η とXの組み合

わせは，NN曲線とABE曲線の吏点Sによって示されるa130 交点Sは， I僅

29) lbid.， p. 307" しかしながらシスモンディはj 生庄の縮小が拡大と比べて，容易でないことを
強調する。

30) 今期の期持利閏率げは，(Po'Z，)!(町一lNt-l)-lと定義される。故に，，，.~(P，'a)f(P:-，α〕

l=aX'_11α 1カ>;>止め bれる。
3[) 図 3)のNN曲線はl 屈折曲線ABEのうち，A Bの部分と交わるように拙かれている。生

産者の雇用増加に対する意散が非常に強いならばN N曲線ほBEのところでも交わる可能性を持
つo しかしながら，そのような無限弾力的な雇用増加意枇は 現喪的であるとは胃えないの
また， <図 3)白 NN曲組は，X.<1を仮定して描冶3れている。もしも X礼>1を仮定するな

らば，均街点Sは，iEの成長経慣においては見つけられないであろう。
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かな損失」がうまく配分されながら定常的に成長できる状態である。 S点にお

いては，経済の「円環が拡大し，牒旋状に変わりうる」ような生産と消費のハ

ランスが維持されていると言える叩。

一方(図 2)および(15")式における叫と X，の関係から，点S以外にある

叫と X，の組み合わせは，時間の経過と共にく図 3)の矢印のように変化する

であろう sω。(図 3) において 1は経済が n>O，X>l という好況から，

n>O， Xく1 という不況に転ずる局面を示~， IIは経済が不況から，nくO，Xく

lという恐慌状態に陥畠局面を示す。 Eほ恐慌状態の緩和およびそれに続〈イ

γ フレ的な状況を示~， IVは経済が成長を再開する回復の局面を表わす。定常

均衡点S以外にあ与経済は，このようにして成長と衰退，好況と不況を繰り返

A 
X 

N 

V; 1 川
ア

S 
Xπ 

N 
E 

D 

。 n 

〈図3>

32) 1 biι， p. 119 

33) (図 2)の矢印は，生産者が雇用増加率仇を変七させない場合の X官の変化の様子を示す。←
方， (15つ式より，n，の変化は X，にEの影響を与えることがわかる。これら自動きを総合する
と，品と X官の組み合わせは，霊イ七の方向によって. (図3)のI-Nの領域に分けることがで
きる。領域Iは，Xの下落傾向と nの低下に上るXの一層の下落を表わす。領域Eでは，Xが
上昇個向に転じて匁の低下によるX<r>下落を陵駕し，さらに領域Eでは，nが上昇に転じてxao
上昇を加速する。領暗町は， Xが再び下落傾向に転じて，nの上昇によるX<r>上昇を陵駕する様
子を示九
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すことが示されるo

シスモ Yディは，経済変動を資木制経済に特有の現象であると考えた。そし

て次のように述べる。

「生産，所得，消費聞の相互関係における撹乱は，生産が通常よりも少な

い所得を与えるにせよ，資本の一部が消費ファンドになるにせよ，逆にこ

の消費が減少してもはや新たな生産を喚起しないにせよ，国民にとってひ

としく有害となることがわかる。国内に苦境が生ずるためには，均衡が破

られるだけで十分である。J34)

Eノスそ V ディは，特に生産が縮小される局面くすなわち nく0の領域〉が社

会にとって有害であると考えた。なぜなら，それは「期待さわる効果を生むま

えに長い苛酷な苦境を政治全体にわき起す」加からであり，職を失う労働者が

最大の犠牲者となるからである。シスモンディが政府の介入を要請したことの

一つは， このような局面における労働者への保護であった。

均衡点Sが，安定的であるかどうかはABE曲線とNN曲線の形状と位置と

に依存する。 S点が安定的であるならば， s点以外にある経済は，変動的成長

から定常成長へと移行するであろう。反対に， s点が不安定であるならば，経

済はその変動の度合を増して，ついには破綻するであろう。シ?モンディは，

経済が破綻を免れ，究極的には均衡を回復する可能性を認める叩。しかしなが

ら， たとえ均衡点3に経済が収束したとしても， 成長 (n>O) と過剰生産

(Xくりの併存という資本制経済の根本的な不調和は解決されない。 シ月モ γ

ディが『新原理』で明らかにしようとしたのは，資本制経済における不調和田

必然性と，その不調時日がヲ|き起ζす災厄の可能性であると言ってよい。

V 結語

木稿では，まずシスぞンディの記述に従って，生産所得一消費のマグロ的

34) lbid.， pp_ 121-122 

35) Ibid.， p. 307 

36) Ibid.， p. 123 



76 (1日) 第 141巻第z・3号

関係を整合的に再現し，次に賃金決定および生産者の期待形成の様式を特定化

ずることによって，シスモ γディの生産過剰論がL、かにそのマクロ的枠組から

導かれ得るかを示した。そして最後に雇用調整関数の導入によってシスモンデ

ィの最適成長率を明示化するとともに，彼の恐慌論が経済変動の一局面として

捉えられることを示した。シスモンディの経済学に対するこのような体系的な

接近は，従来のシスモンディ研究には見られない試みであると言ってよし、。

本稿のモデノレは，財0)需給に関して均衡論的な取り扱いをしたが， 乙のこと

はずλ モンディの分析方法に必ずLも背反するとは言えない。なぜなら， シ月

モンディは市場の価格調整メカニズムを積極的に否定しておらず，むしろ，商

品の価値が市場において抽象的に，そして常に変動的に決定される仕組を交換

経済の特徴と考えるからである加。

資木制経済に対するジスそソディ町批判はもっと根本的なところにある。彼

は，資本制経済を独立小生産者経済E比較することによって相対的に捉え，前

者がいかに不調和を内包した過渡的な経済体制であるかを示そうとした。そし

て，彼の批判の的となった学説は，資本市J経済を完成された調和的な体制とし

て捉え，それに完結した体系を与えたリカードの経済学である。資本制経済が

自然資源，人間の能力，国による生産要素の特性等が最大限に引き出される定

常状態に向って調和的に発展するというりカードの考え方は，シスモンディに

とって楽観論であり，空想論である。さらに '/λモンディと同様な過少消費

説の立場を取る 7 ノレサスの経済学も， シスそンディの白から見れば， リカード

の調和的発展論の補完者であるに過ぎない。シスモンディは，マノレサスと違っ

て，公共支出によって資本制経済の矛盾が修正されるとは考えなかった山。し

たがって， シスモンディと比べるならば，マノレサy、は， リカードの定常状態に

37) Grossman [3 Jは，この点、をνスモンディの考え方の中心と見る。
38) シスそンディは，過少な消費需要は地主階級および政府白不生産的消費の増加によっ亡補われ

るべきだというマルサスの提案を Cc、ささか脊妙な結論にたどりつし4ュJ(Sismondi r12J. 1 
p. 43) と批評する。一方，マルガスはj 封働者に対する保護権力として政府の介入を要請するシ
ス毛ンディに同調しえないと述べる。 (Malth凶 [5)，第2版 p.366) 
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行き着くために必要な修正を示したのであり J その意味でリカード体系の枠内

に位置すると言ってよい39)。

V スモンディは， リカードの経済学に対する，あるいは19世紀初頭の正統派

経済学に対する最大の批判者であったと言える。シスそ Yディが目指したこと

は，資本制経済を理論的かつ実証的に説明するための，正統派経済学とは全く

別の体系を構築することであった。彼は， w新原理』においてその目的を達成

できたと確信し，次のように述べる。

「私は，あるいは全体の所得の決定によって，あるいは重た，国民に最大

の辛福をひゥめ，その結果この学問の目的をもっともよく達成させる所得

分配の研究によって，経済学を新しい基礎の上においたと信ずる。」叫

本稿はジスモンディに上る経済学の「新しい基礎」が体系的に再構成され得

るかどうかを検討したのである。
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